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平成 19 年 2 月から平成 21 年 11 月までの 3 年間について、輸入農産物中の残留農薬の検査結果をまとめ

た。総数 405 検体、農薬 131 項目について分析した結果、殺虫剤 110 件、殺菌剤 41 件、除草剤 1 件、そ

の他（殺ダニ剤、植物成長調整剤等）4 件を検出した。このうち、食品衛生法の残留基準を超えたもの

はなかった。 
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 平成 15 年の食品衛生法の改正に基づき、平成 18 年

5 月に食品中の残留農薬の規制に関してポジティブリ

スト制度が導入された 1）。この制度の導入により、規

制の対象となる農薬数が約 280 から約 800 へと大幅に

増加し、基準が設定されていない農薬についても一定

量（一律基準：0.01 ppm）を超える残留が規制される

ようになった。 

 当所では、ポジティブリスト制度への対応として、1）

検査項目の見直し及び拡充、2）一律基準に対応した定

量下限の引き下げ、3）前処理方法の迅速化に重点をお

き、行政検査に適用可能な新規一斉分析法の開発を行

った 2-5）。今回、この新規一斉分析法を用いて平成 19

年 2 月から平成 21 年 11 月に実施した輸入農産物（405

検体）の残留農薬の検査結果について総括したので報

告する。 
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実験方法 
 

1. 試薬 

 農薬の標準品は、和光純薬工業株式会社（大阪）、関

東化学株式会社（東京）、Riedel-de Haën（Seelze, 

Germany ） 及 び Dr. Ehrenstorfer GmbH （ Ausburg, 

Germany）の残留農薬分析用標準品又は同等品を用い

た。各標準品をアセトン、またはメタノールで溶解し、

1000 ppm 標準溶液を調製した。各標準溶液を分析機器

別に混合し、標準混合溶液を調製した。アセトン、n-

ヘキサン、アセトニトリル、トルエン、メタノール及

び塩化ナトリウムは和光純薬工業（株）製残留農薬分

析用を用いた。無水硫酸マグネシウムは和光純薬工業

（株）製試薬特級を用いた。SUPELCO 社製グラファ

イトカーボンブラック/1 級 2 級アミン積層ミニカラム

（GCB/PSA カラム）（500 mg/500 mg）は、25％トルエ

ン/アセトニトリル30 mLでコンディショニングを行っ

たものを使用した。 

 

2. 前処理方法 

 高取らの方法 2）を用い、当所の残留農薬検査実施標

準作業書に従った。以下に野菜、果実の前処理方法を

記した。試料を包丁、フードプロセッサー等を用いて

均一になるまで細切した。50 mL ポリプロピレン製遠

心管に試料を 10 g 精秤し、アセトニトリル 20 mL を加

え、ホモジナイザーで 1 分間攪拌抽出を行った。これ
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に予め秤量しておいた塩化ナトリウム 1 g 及び無水硫

酸マグネシウム 4 g を加えて直ちに 1 分間振とう攪拌

し、遠心分離（3000 rpm、10 分間）を行った。得られ

たアセトニトリル層を 2 本の GCB/PSA カラムに 8 mL

ずつ負荷し、25％トルエン/アセトニトリル 30 mL で溶

出を行った。負荷した際の通過液及び溶出液を 100 mL

ナス型フラスコに捕集し、減圧濃縮後、窒素気流下で

乾固した。ガスクロマトグラフ質量分析計（GC-MS）

用試料は 10％アセトン/n-ヘキサン溶液で 4 mL に定容

し、試験液とした。高速液体クロマトグラフタンデム

型質量分析計（LC-MS/MS）用試料は、メタノールで 2 

mL に定容した後、水で 4 倍に希釈し、試験液とした。 

 

3. 分析機器条件 

 各分析機器の分析条件の一例を示す。 

1） GC-MS 分析条件例 

1-1）GC-MS（EI-SRM） 

GC：CP-3800（Varian） 

MS/MS：1200L（Varian） 

カラム：Factor four VF-5ms（30 m×0.25 mm, 膜厚 0.25 

μm）（Varian） 

注入口温度：250℃ 

トランスファーライン温度：250℃ 

カラム昇温条件：50℃（1 min）-25℃/min-125℃（0 min）

-10℃/min-300℃（6.5 min） 

注入量：2 μL 

1-2）GC-MS（NCI-SIM） 

GC：6890N（Agilent Technologies） 

MS：5973 inert（Agilent Technologies） 

カラム：HP-5MSI（30 m×0.25 mm, 膜厚 0.25 μm）

（Hewlett Packard） 

注入口温度：250℃ 

トランスファーライン温度：250℃ 

イオン源温度：160℃ 

カラム昇温条件：50℃（1 min）-25℃/min-125℃（0 min）

-10℃/min-300℃（6.5 min） 

注入量：1 μL 

1-3）GC-MS（EI-SCAN） 

GC：TRACE GC（Thermo Fisher Scientific） 

MS：PorarisQ（Thermo Fisher Scientific） 

カラム：Factor four VF-5ms（30 m×0.25 mm, 膜厚 0.25 

μm）（Varian） 

注入口温度：250℃ 

トランスファーライン温度：280℃ 

イオン源温度：250℃ 

カラム昇温条件：60℃（1 min）-8℃/min-280℃（5 min） 

注入量：1 μL 

2） LC-MS/MS 分析条件例 

LC：1100 series（Agilent Technologies） 

MS/MS：API 3000（Applied Biosystems） 

カラム：ASCENTIS C18（2.1 mm×100 mm, 3 μm）

（SUPELCO） 

移動相：（A）0.1％ギ酸水溶液 （B）0.1％ギ酸含メタ

ノール溶液 

グラジエント：（B）25％（0 min）→95％（12 min/linear）

→95％（8 min） 

流速：200 μL/min 

カラム温度：40℃ 

注入量：5 μL 

 

結果及び考察 
 

1. 残留農薬の調査結果 

 検査対象農薬の項目、定量下限及び用途を表 1 に示

した。また、検査結果の詳細を表 2 に示した。平成 19

年 2 月から平成 21 年 11 月までに搬入された検体の総

数は 405 検体 47 農産物であった。原産国は、中国が最

も多く（約 38％）、次いでフィリピン（約 16％）、アメ

リカ（約 12％）、南アフリカ（約 11％）、ニュージーラ

ンド及びオーストラリア（約 5％）であった。搬入回

数の多い上位 5 農作物は、バナナ（55 検体）、グレー

プフルーツ（53 検体）、オレンジ（38 検体）、ブロッコ

リー（30 検体）、ねぎ（23 検体）であった。405 検体

中農薬が検出された農産物は 118 検体（のべ 156 項目）

であり、検体数に対する農薬検出率は約29％であった。

前報 6）の農薬検出率（約 15％）と比較した場合、農薬

検出率が約 2 倍に増加した。搬入される検体の種類に

大きな変化は認められなかったことから、検出率の増

加の要因は、検査項目の見直し • 拡充及び定量下限の

引き下げによるものと推察された。 

 検査対象農薬 131 項目中、検出された農薬は 34 項目

であった。検出頻度が高かった上位 5 農薬は、クロル

ピリホス（45 件）、アセタミプリド及びメチダチオン

（13 件）、アゾキシストロビン（11 件）及びクロルフ
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ェナピル（10 件）であった。このうちアセタミプリド、

アゾキシストロビン及びクロルフェナピルは、平成 19

年 2 月から新たに項目に追加した農薬であった。畠山

らは平成 16 年度から平成 18 年度の農産物中の残留農

薬実態調査の結果、クロルピリホス、アゾキシストロ

ビンが輸入農産物から高頻度で検出されることを報告

している 7）。また、アセタミプリド及びクロルフェナ

ピルについても国産あるいは輸入農産物から検出頻度

が高いと報告しており、我々の結果と同様の傾向が認

められた。 

 農産物別の検出農薬を比較したところ、キウイ（18

検体）、さといも（17 検体）、たまねぎ（10 検体）から

は農薬は検出されず、ブロッコリー（30 検体）からも

クロルフェナピルが 1 回検出されたのみで、これらは

検出率の低い農産物であった。一方、オレンジ、グレ

ープフルーツ、バナナ、ピーマン（パプリカ）は、検

出農薬の種類及び頻度が多く、検出率の高い農産物で

あった。特定の農産物から複数回検出された農薬のう

ち、検出率が 10％以上であった農産物と農薬の組み合

わせを表 3 に示した。茶からアセタミプリド、また、

かんきつ類果実（レモン、オレンジ、グレープフルー

ツ）及びバナナからクロルピリホスが高頻度で検出さ

れた。しかしながら、これらの検出値は、ほとんどが

食品衛生法で定められている基準の 20％未満であった。

全ての農薬検出値の基準に対する割合を図 1 に示した。

その結果、基準の 10％未満の検出値が全体の約 90％を

占めた。これらの事例は諸外国の農薬散布状況を示す

と考えられ、日本の基準を遵守した食糧生産が諸外国

でも行われていると推察された。 

 

2. 今後の対応 

 大阪府では、府民の健康を守るため、平成 19 年 4 月

1 日に「大阪府食の安全安心推進条例」を制定した。

この条例に基づき、食の安全安心の施策を総合的かつ

計画的に進めるため、平成 20 年度から平成 24 年度ま

での 5 カ年計画として「大阪府食の安全安心推進計画」

を策定した。この計画の中で、当所の残留農薬の行政

検査においては、平成 24 年度に農薬の分析項目を 200

にまで拡充することを目標に掲げている。今後は、国

内外の農薬の使用状況、他府県及び検疫所等における

検出事例を参考に、検査項目数の拡充、及び迅速かつ

高精度な一斉分析法の開発に取り組む予定である。 
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